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肺動脈拡張期圧，肺動脈平均庄は慢性肺血栓塞栓症14:t 5， 1:t 10lIDlHgと原発性肺高血圧症27:t3，54:t9 
即刻g'こ比し低値を示した(両者とも Pく0.01)。肺動脈脈圧は慢性肺血栓塞栓症67:t 18DD1Hgと原発性肺高血
圧症52:t 21ol1lJgに比し高値を示し(P<0.05)，重なりが少なからず認められたが，脈圧を肺動脈収縮期圧，
平均圧で標準化すると慢性肺血栓塞衿症O.82:t 005， 1.65 :t O. 30.原発性肺高血圧症O.63:t O. 10. O. 94 :t O. 25 
と慢性肺血控塞栓症で，有意に高値であり(両者とも Pく0.01)，この2つの指標によって両群を良好に分
離できた。
以上のごとく本研究者は心エコーを用い，肺動脈圧拍動成分を評価することによって慢性肺血栓塞栓症，
原発性肺高血圧症の非侵襲的鑑別に有用であることを示し，肺高圧症の診断に新たな知見を加えたことに
より，博土(医学)を授与するに値するものと認められたc
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